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問　

商
工
費
の
内
訳
の
説
明

を
。

産
業
建
設
課
長　

旅
費
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
体
職
員

旅
費
が
補
助
金
の
対
象
と
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
独
自
で

計
上
し
た
。
東
京
へ
２
人
、

埼
玉
へ
４
人
、
ベ
ト
ナ
ム
へ

３
人
分
を
計
上
し
て
い
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
は
、
ク
エ
フ
ェ
ア
開
催

４
８
０
万
円
、
鍋
グ
ラ
ン
プ

一
般
会
計
補
正
予
算

—

主
な
内
容—

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
海
外
観
光
客

誘
致
事
業
２
０
１
６
万
２
千
円
、
長
寿
社
会

づ
く
り
ソ
フ
ト
事
業
費
交
付
金
１
０
０
万
円
、

小
規
模
土
地
改
良
事
業
３
６
０
万
５
千
円
、

小
規
模
が
け
崩
れ
対
策
事
業
負
担
金
67
万
円
、

地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
２
０
０
万
円

な
ど
。

６  

月  

定  

例  

会

第
２
回
定
例
会
は
６
月
13
日
か
ら
20
日
ま
で
、
８
日
間
の
会

期
で
開
催
し
た
。

今
定
例
会
に
は
報
告
４
件
、
議
案
10
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

リ
８
３
０
万
円
、
海
外
観
光

客
誘
致
事
業
６
０
０
万
円
で

あ
る
。

問　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
と
海
外
観
光
客
誘
致

設
置
す
る
防
災
倉
庫
、
な
ら

び
に
資
機
材
一
式
で
あ
る
。

問　

防
災
倉
庫
の
設
置
場
所

と
、
資
機
材
の
内
容
の
説
明

を
。

総
務
政
策
課
長　

防
災
倉
庫

は
、
小
浦
峠
の
配
水
池
の
空

い
た
部
分
に
設
置
を
予
定
し

て
い
る
。

資
機
材
は
、
脚
立
、
投
光

器
、
電
動
ド
ラ
ム
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
、
ウ
ィ
ン
チ
、
発
電

機
、
飲
料
水
タ
ン
ク
、
折
り

た
た
み
の
ポ
リ
容
器
、
ラ
イ

ト
、
防
水
シ
ー
ト
、
毛
布
、

ジ
ャ
ッ
キ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ

ン
、
ラ
ジ
オ
、
メ
ガ
ホ
ン
な

ど
で
あ
る
。

あ
り
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
指
標
目
標
を

み
な
が
ら
、
３
年
ま
で
は
国

費
の
対
象
と
な
る
。

今
年
が
１
９
１
０
万
円
、

来
年
度
は
１
３
０
０
万
円
、

再
来
年
は
１
３
０
０
万
円
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
見
直
し
で
収
益
が

上
が
る
よ
う
だ
っ
た
ら
続
け

て
い
け
る
。
収
益
が
上
が
ら

な
か
っ
た
り
、
採
算
が
採
れ

な
い
と
な
る
と
、
見
直
し
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

災
害
対
策
費
２
０
０
万

円
の
説
明
を
。

総
務
政
策
課
長　

小
浦
地
区

に
お
い
て
、
津
波
被
害
等
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
、
高
台
へ

事
業
は
、
１
つ
の
事
業
費
で

一
体
に
進
め
る
と
い
う
こ
と

か
。ど

こ
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
く
の
か
。

産
業
建
設
課
長　

今
ま
で
商

工
会
が
主
体
と
な
っ
て
い
た

ク
エ
フ
ェ
ア
、
ク
エ
鍋
グ
ラ

ン
プ
リ
、
ベ
ト
ナ
ム
観
光
客

誘
致
事
業
を
引
き
継
い
で
、

大
々
的
に
進
め
て
い
く
。

商
工
会
を
中
心
に
展
開
し

て
い
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
計

画
し
て
い
る
。

観
光
客
の
誘
致
事
業
と
、

ク
エ
料
理
、
町
産
品
等
の
新

商
品
の
開
発
等

も
、
こ
の
事
業

の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
。

問　

何
カ
年
計

画
と
な
っ
て
い

る
の
か
。

ま
た
、
総
事

業
費
は
幾
ら
と

試
算
し
て
い
る

の
か
。

産
業
建
設
課
長

　

地
方
創
生
の

交
付
金
対
象
で
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問　

長
寿
社
会
づ
く
り
ソ
フ

ト
事
業
費
交
付
金
１
０
０
万

円
に
つ
い
て
、
財
源
が
雑
入

と
な
っ
て
い
る
が
、
財
源
の

出
所
と
交
付
金
の
使
用
目
的

の
説
明
を
。

産
業
建
設
課
長　

長
寿
社
会

づ
く
り
ソ
フ
ト
事
業
費
交
付

金
は
、
公
益
財
団
法
人
地
域

社
会
振
興
財
団
の
補
助
金
で

あ
る
。

事
業
主
体
は
、
「
徳
本
さ

ん
で
日
高
お
こ
し
隊
」
で
あ

る
。講

演
会
や
展
示
会
、
商
品

開
発
か
ら
販
売
と
い
う
よ
う

な
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

事
業
費
は
１
７
７
万
３
１

８
０
円
で
、
そ
の
内
１
０
０

万
円
が
補
助
金
で
あ
る
。

問　

比
井
漁
港
集
落
道
改
良

（
そ
の
２
）
工
事
の
施
工
場

所
は
。

産
業
建
設
課
長　

避
難
道
路

で
、
比
井
の
海
側
か
ら
比
井

小
学
校
の
少
し
北
側
の
県
道

問　

一
人
当
た
り
平
均
９
・
27
％
の
税

額
ア
ッ
プ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
し
て
、
税
額
を

抑
え
る
と
い
う
こ
と
を
検
討
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
。

町
長　

平
成
28
年
度
が
医
療
給
付
費
の

増
加
な
ど
が
あ
り
、
厳
し
い
状
況
で
あ

っ
た
。

税
負
担
を
抑
え
た
い
と
い
う
こ
と
は

あ
る
が
、
平
成
28
年
度
の
実
績
の
こ
と

も
あ
り
、
状
況
を
見
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
一
人
当

た
り
税
額
を
９
・
27
％
引
き
上
げ
る

も
の
。

へ
繋
が
っ
て
い
る
。
施
工
場

所
は
比
井
小
学
校
側
で
あ
る
。

問　

工
事
の
延
長
は
。

産
業
建
設
課
長　

１
０
０
ｍ

を
予
定
し
て
い
る
。

条
例
改
正

工
事
請
負
契
約

日
高
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正

５
月
25
日
、
７
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

株
式
会
社　

中
村
建
設
が
落
札
し
た
。

落
札
率 

94
・
84
％
。
工
期 

平
成
30
年
２
月
２
日
。

５
月
30
日
、
６
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

株
式
会
社　

中
村
建
設
が
落
札
し
た
。

落
札
率 

92
・
68
％
。
工
期 

平
成
30
年
３
月
30
日
。

比
井
漁
港
集
落
道
改
良
（
そ
の
２
）
工
事

契
約
金
額　
　
　

６
０
０
４
万
８
千
円

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社  

中
村
建
設

日
高
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
工
事

契
約
金
額　
　

２
億
７
７
８
８
万
４
千
円

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

中
村
建
設

項　目
基礎課税分（医療給付費分） 後期高齢者支援金分 介護納付金分

改正前の
税率・金額

改正後の
税率・金額

改正前の
税率・金額

改正後の
税率・金額

改正前の
税率・金額

改正後の
税率・金額

所得割額 ７．２５％ ７．９０％ ２．７０％ ２．１０％ ２．２３％ １．９５％
資産割額 ３０．００％ ３３．００％ １０．８０％ ９．２０％ １１．７０％ １１．６０％
均等割額 ２８，２００円 ３３，６００円 １０，２００円 ９，５００円 １２，２００円 １２，０００円
平等割額 ２２，７００円 ２６，６００円 ８，２００円 ７，５００円 ６，４００円 ６，３００円

　　国民健康保険税引き上げ
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榮　

今
の
社
会
は
働
き
方
が

多
様
化
し
て
い
て
、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
も
働
か
ざ
る
を

え
な
い
保
護
者
も
い
る
。
本

来
、
働
く
保
護
者
を
支
援
す

る
の
が
保
育
所
の
目
的
で
は

な
い
の
か
。

町
長　

土
曜
１
日
保
育
の
ニ

ー
ズ
は
低
く
な
い
と
思
う
が
、

実
現
す
る
に
は
保
育
士
の
安

定
的
な
確
保
が
重
要
で
、
そ

れ
が
出
来
る
と
判
断
で
き
た

適
切
な
時
期
に
実
施
し
た
い
。

榮　

各
保
育
所
で
行
っ
て
い

る
土
曜
半
日
保
育
を
、
１
ヵ

所
で
１
日
保
育
を
行
え
ば
ど

う
か
。

町
長　

１
ヵ
所
に
集
め
て
の

保
育
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

は
、
い
つ
も
と
違
う
環
境
へ

の
適
応
の
問
題
が
あ
り
、
保

育
士
に
と
っ
て
も
慣
れ
な
い

施
設
で
の
保
育
と
な
り
、
ま

た
、
日
頃
接
し
て
い
な
い
子

ど
も
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
子
そ
の
子
に
あ
っ
た
保

育
の
仕
方
が
難
し
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
な
ど
、
保
育
の
質

を
維
持
す
る
事
に
懸
念
が
あ

り
、
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

榮　

本
当
に
、
こ
う
し
た
懸

念
の
声
が
現
場
に
あ
る
の
か
。

町
長　

現
状
は
、
や
は
り
少

し
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
と

榮　

今
の
土
曜
保
育
は
、
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い

な
い
と
思
う
が
、
保
育
の
利

用
時
間
と
利
用
人
数
は
。

町
長　

土
曜
保
育
は
、
午
前

８
時
か
ら
12
時
ま
で
で
、
利

用
者
は
内
原
保
育
所
で
５
人

程
度
、
志
賀
保
育
所
で
10
人

程
度
、
比
井
保
育
所
の
利
用

者
は
い
な
い
。

の
判
断
で
あ
る
。

榮　

町
長
の
公
約
「
土
曜
１

日
保
育
の
実
施
」
は
、
今
年

度
中
、
つ
ま
り
町
長
１
期
目

の
任
期
中
に
実
現
で
き
る
か
。

町
長　

９
月
ま
で
は
現
状

維
持
と
な
る
が
、
そ
れ
以
降
、

来
年
５
月
10
日
の
任
期
ま
で

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

国
語
の
指
導
は
、
教
科
化
さ

れ
た
後
も
、
学
級
担
任
が
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
丁
寧

に
確
実
に
指
導
す
る
こ
と
が

主
体
で
あ
る
と
考
え
る
。

榮　

英
語
を
母
国
語
と
す
る

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
が

い
る
環
境
で
は
、
い
か
に
子

ど
も
達
の
英
語
力
が
伸
び
る

か
の
例
が
あ
る
。
小
学
校
に

も
、
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
の
配
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。

教
育
長　

教
職
員
は
、
自
分

の
担
任
す
る
子
ど
も
達
に
対

し
て
、
様
々
な
教
科
を
授
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の

が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
十
分
に

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

榮　

例
え
ば
、
比
井
小
学
校

に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
て
、
英

語
教
育
に
特
化
し
た
小
学
校

と
し
て
、
小
規
模
特
認
校
制

度
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
と
し

て
は
考
え
て
い
な
い
。

他
の
一
般
質
問

「
日
高
町
の
拠
点
整
備
事
業

と
は
」

榮　

茂
美　

議
員

榮　

３
年
後
の

平
成
32
年
度
か

ら
、
小
学
校
の

英
語
教
育
は
、

５
年
生
か
ら
教

科
化
に
、
３
年

生
か
ら
必
修
化

が
完
全
実
施
さ

れ
る
。
今
後
、

小
学
校
に
英
語

の
専
科
教
員
が

必
要
で
は
な
い

か
。

教
育
長　

小
学

校
に
お
け
る
外
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の
活
用
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
の
が
学
校
司
書
だ
と
思

う
。
財
政
措
置
が
増
や
さ
れ

る
中
で
、
美
浜
町
や
日
高
川

町
で
は
採
用
し
て
き
て
い
る
。

学
校
支
援
員
は
、
そ
の
目

的
が
あ
っ
て
雇
用
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
学
校
図
書
に
つ

い
て
の
事
務
も
求
め
る
と
い

う
の
は
違
う
の
で
は
な
い
か
。

学
校
図
書
館
を
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
学
校
司
書

の
配
置
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

教
育
長　

必
要
だ
と
は
考
え

る
。
今
後
、
配
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

し
、
事
業
が
根
付
い
て
き
て

い
る
。
制
度
の
充
実
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

西
岡　

免
許
証
を
返
納
し
た

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
支
援

制
度
検
討
の
考
え
は
。

町
長　

十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
。

西
岡　

交
通
弱
者
は
75
歳
以

上
の
高
齢
者
だ
け
で
は
な
い

と
思
う
が
。

西
岡　

当
町
の
高
齢
者
外
出

支
援
事
業
は
独
自
施
策
と
し

て
喜
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の

施
策
で
カ
バ
ー
で
き
る
範
囲

は
限
ら
れ
て
い
る
。

通
院
や
買
い
物
な
ど
の
日

常
生
活
、
人
権
と
し
て
の
移

動
権
を
考
え
、
公
共
交
通
の

充
実
、
交
通
弱
者
の
支
援
に

本
気
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

町
長　

高
齢
者
外
出
支
援
事

業
も
実
施
か
ら
６
年
が
経
過

西
岡　

今
年
度
か
ら
の
学
校

図
書
館
図
書
整
備
等
５
カ
年

計
画
で
は
、
そ
の
前
の
計
画

に
比
較
し
て
約
1.3
倍
の
地
方

財
政
措
置
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
司
書
の
採
用
、
配
置

を
。

教
育
長　

人
材
の
確
保
や
予

算
面
で
の
課
題
等
が
考
え
ら

れ
、
現
状
で
は
難
し
い
。

学
校
支
援
員
の
有
効
活
用

と
い
う
視
点
か
ら
、
図
書
館

の
充
実
に
む
け
た
具
体
案
を

検
討
し
て
い
く
よ
う
指
導
し

て
い
き
た
い
。

西
岡　

図
書
の
充
実
、
図
書

町
長　

重
度
心
身
障
害
者
の

方
に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

制
度
で
助
成
し
て
い
る
。
拡

大
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

西
岡　

高
齢
者
外
出
支
援
事

業
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
と
も

に
福
祉
的
な
施
策
と
し
て
充

実
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
方
、
近
年
の
法
整
備
の

中
で
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
鉄
道
な

ど
地
域
公
共
交
通
を
社
会
資

本
と
し
て
位
置
づ
け
、
町
づ

く
り
の
視
点
で
考
え
る
こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
日
高
町
の
町
づ
く
り
の

一
つ
の
柱
に
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長　

そ
う
で
き
れ
ば
理
想

だ
が
、
地
形
の
問
題
な
ど
難

し
い
と
考
え
る
。
今
後
、
複

数
自
治
体
で
取
り
組
む
事
業

が
計
画
さ
れ
た
場
合
に
は
、

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

西
岡　

待
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
提
案
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長　

機
会
が
あ
れ
ば
、
し

て
い
き
た
い
。

西岡　佳奈子　議員



編
集
後
記

今
定
例
会
も
、
議
案
10
件
、
全
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
て
閉
会
し
ま
し
た
。
町
を
取
り
巻
く
状
況
は
困

難
を
極
め
て
い
ま
す
が
、
明
る
い
話
題
と
し
て
、
産

湯
海
水
浴
場
に
椰
子
の
木
が
植
え
ら
れ
、
ミ
ス
ト
シ

ャ
ワ
ー
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
是
非
、
産
湯
海
水
浴
場
へ
足
を
運
ん

で
み
て
下
さ
い
。

夏
本
番
を
迎
え
て
、
お
体
ご
自
愛
下
さ
い
。

清
水　

和
人

民間委託問題に揺れる保育所

狭くて改善が必要な進入道路

6平成29 年 7 月
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施
す
る
よ
う
に
執
行
部
に
求

め
た
。

国
道
か
ら
の
進
入
路
に
つ

い
て
は
、
送
迎
の
車
に
よ
る

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

現
在
の
道
路
幅
員
2.5
ｍ
で
は

通
行
に
支
障
を
来
す
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
幅
員
５
m
の

待
避
所
を
設
け
る
こ
と
で
解

消
す
る
計
画
で
あ
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。

委
員
会
で
は
待
避
所
に
お

い
て
は
問
題
は
な
い
だ
ろ
う

と
の
意
見
で
あ
っ
た
が
、
国

道
か
ら
進
入
す
る
際
の
入
口

に
は
、
両
サ
イ
ド
に
フ
ェ
ン

ス
が
あ
る
為
、
普
通
車
や
ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
車
だ
と
フ
ェ
ン

ス
が
気
に
な
り
入
り
づ
ら
い

と
の
意
見
が
多
く
、
執
行
部

に
早
急
に
フ
ェ
ン
ス
の
改
善

を
強
く
要
望
し
た
。

ま
た
、
待
避
所
完
成
後
の

街
路
灯
の
設
置
も
求
め
た
。

を
整
え
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
点
を
民
間
委
託
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
向
上
出
来
る

か
ど
う
か
検
討
・
協
議
を
求

め
た
い
。

『
子
ど
も
（
園
児
）
に
と
っ

て
最
善
の
施
策
な
の
か
。
』

な
ど
の
意
見
が
出
た
。

委
員
会
と
し
て
は
、
保
育

業
務
は
保
護
者
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環
境

４
月
１
日
に
開
所
し
た
第

１
学
童
保
育
所
は
、
１
階
平

屋
建
て
床
面
積
１
４
４
㎡
、

収
容
予
定
人
数
最
大
60
名
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
９
台
の
施

設
と
な
っ
て
い
る
。

天
井
も
高
く
広
々
し
た
空

間
で
、
ト
イ
レ
設
備
も
充
実

し
て
お
り
、
全
体
の
造
り
は

紀
州
材
を
使
用
し
て
い
る
。

特
に
床
に
つ
い
て
は
子
供
達

も
居
心
地
が
良
い
と
の
評
価

で
あ
っ
た
。

委
員
会
で
も
良
い
施
設
だ

と
の
評
価
で
あ
っ
た
が
、
駐

車
場
廻
り
に
街
灯
が
な
く
、

ま
た
、
駐
車
場
を
出
て
す
ぐ

の
道
路
が
狭
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
安
全
面
を
考
え
る
と

早
急
に
駐
車
場
に
街
灯
の
設

置
と
、
一
部
道
路
拡
幅
を
実

に
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
』

『
今
後
、
正
職
員
の
採
用
が

困
難
等
の
理
由
に
よ
り
、
民

間
委
託
の
方
向
で
考
え
て
い

る
。
』
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
民
間
委
託
し
た

場
合
の
費
用
分
析
の
概
算
等

の
詳
細
説
明
を
受
け
た
。

委
員
か
ら
は
、

『
基
本
的
に
は
町
が
責
任
を

も
っ
て
保
育
す
べ
き
で
あ

る
。
』

地
方
新
聞
に
「
平
成
31
年

度
に
保
育
所
民
間
委
託
」
が

掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

担
当
課
の
考
え
方
を
聞
い
た
。

　

担
当
課
長
か
ら
は
、

『
年
々
、
退
職
等
で
正
職
員

が
減
少
し
て
い
る
。
』

『
臨
時
職
員
の
確
保
が
非
常

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

『
民
間
委
託

し
た
場
合
の

メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト

が
分
か
り
づ

ら
い
。
』

『
費
用
が
安

く
な
る
だ
け

の
理
由
で
は

反
対
だ
。
』

『
民
間
委
託

す
る
の
で
あ

れ
ば
土
曜
日

の
１
日
保
育

の
確
約
が
条

件
だ
。
』


